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地域課題タイトル 
（注１） 

No. タイトル 自治体名 

-（事務局用） シビックプライドの醸成 横浜市 

アイデア名（注１） 
（公開） 街と人、人と人を動画で繋ぐ「横浜スイミー」 

（注１）地域課題タイトルは、COG2017 サイトの中に記載してある応募自治体の地域課題名を記入してください。 
（注 2）アイデア名は各チームで独自にアイデアにふさわしい名前を付けてください。 

１．応募者情報 

チーム名（公開） 横浜スイミー 

チーム属性（公開） 1. 市⺠によるチーム
 

メンバー数（公開）  ２名 

代表者情報 氏名（公開） ⽵内⻯太 
（注意書き）※ 必ず応募前にご一読ください。 
＜応募の際のファイル名と送付先＞ 
１． 応募の際は、ファイル名を COG2017_応募用紙_具体的チーム名_該当自治体名にして、以下まで送付してください。東京大学公

共政策大学院の COG2017 サイトにある応募受付欄からもアクセスできます。 admin_padit_cog2017@pp.u-tokyo.ac.jp 
＜応募内容の公開＞ 
２． アイデア名、チーム名、チーム属性、チームメンバー数、代表者氏名、「アイデアの説明」は公開されます。 
３． 公開条件について︓ 

「アイデアの説明」でご記入いただく内容は、クリエイティブ・コモンズの CC BY（表示）4.0 国際ライセンスで、公開します。ただし、申
請者からの要請がある場合には、CC BY-NC（表示—非営利）4.0 国際ライセンスで公開しますので、申請の際にその旨をお知ら
せください。いずれの場合もクレジットの付与対象は応募したチームの名称とします。 
（具体的なライセンスの条件につきましては、https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/legalcode.ja、および、
https://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/legalcode.ja をご参照ください。また、クリエイティブ・コモンズの解説
もあります。https://creativecommons.jp/licenses/） 

４． 上記の公開は、内容を確認した上で⾏います。（例えば公序良俗に違反するもの、剽窃があるものなどは公表いたしません） 
５． この応募内容のうち、「審査項目自己評価」は、非公開です。なお、内容に優れ今後の参考になりうると判断したものは、公開審査

後アドバイスの段階で相談の上公開することがあり得ます。 
＜知的所有権等の取扱い＞ 
６． 「アイデアの説明」中に、応募したチームで作成・撮影したものではない文章、写真、図画等を使用する場合、その知的所有権を侵害

していないことを確認してください。具体的には、法令に従った引用をするか、や知的所有権者の許諾を取得し、その旨を注として記載
してください。「審査項目自己評価」中も同様でお願いします。 

７． 「アイデアの説明」中に、人が写りこんでいる写真を使用している場合、使用している写真に写りこんでいる人の肖像権またはプライバシ
ーを侵害していないことを確認してください。 

＜チームメンバー名簿＞ 
チームメンバーに関する情報を最終ページに記載して提出してください。（2．の扱いによる代表者氏名を除き、他のメンバーに関する
情報は本人の同意があるものを除き COG 事務局からは非公開です。詳細は最終ページをご覧下さい。）  
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２．アイデアの説明（公開） 
（1）アイデアの内容、（2）アイデアの論拠、（3）実現までの流れ、の三項目に分けて記⼊してください。 

(1) アイデアの内容（公開） 
 
横浜スイミーは、役に⽴つ情報を発信したい個人や事業主やコミュニティが、YouTube チャンネル（または専用アプ

リ）上で動画を公開できるサービスです。 
希望者から制作費と月額運用費を徴収し②動画を編集して最適化し配信、アクセス解析を毎月レポートして視聴
者の属性をお知らせします。③その属性を元に最適な場所へ告知または広告出稿を⾏います（出稿もサポートしま
す）④告知や広告、検索で視聴者はその存在を知り、視聴します。⑤ただ⾒るだけではメリットがないので、動画その
ものが普遍的に役に⽴つ情報（未病・経験談・失敗談・暮らしの⾖知識・教育・クーポン等）にします。⑥動画をき
っかけに横浜をもっと知ることができ、シビックプライドを高めることに繋がります。 
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(2) アイデアの論拠（公開） 
 
スマートフォンの普及により、動画が各世代で頻繁に⾒らている状況があり、広告市場の拡大も予想されています。ま

た従来までのブログや SNS での発信に比べ、動画撮影は直感的な為、様々な世代の方が発信可能です。それに対
し、検索エンジンとしても利用されている YouTube において「横浜市 ◯◯」と検索しても動画コンテンツはまだまだ少な
い状況があります。 
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2023年、世界のモバイルデータ通信の 75％が「動画」に（Ericsson調べ） 

 
YouTube 上で「横浜市」と検索した結果。 
（有用な情報はまだまだ少ないと思われる） 
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3) アイデア実現までの流れ（公開） 
 
●〜2017 年６⽉ 第１フェーズ「テストマーケティングとクリエイター育成」 

◾体制 

└情報発信者（モニター企業）の募集１０社 

└動画クリエイター 

 └私 

 └アルバイト１名 

 └地域クリエイター５名・・・⻘葉区で育成を⾏う。研修⽣は１動画 1,000 円程度 

◾資⾦調達︓⾃⼰資⾦ 100 万 

 

●2017 年６⽉以降 会社設⽴ 

◾体制 

└情報発信者（モニター企業）の募集３０社、平均 8.3 万/⽉で毎⽉動画制作 

└動画クリエイター 

 └正社員︓２名（私＋システムエンジニア１名） 

 └アルバイト２名 

 └地域クリエイター５名・・・⻘葉区で育成を⾏う。研修⽣は１動画 1,000 円程度 

◾年間売上目標 1,500 万円 経費 1,210 万 

└経費内訳︓人件費 760 万、間接費 300 万、広告費 150 万 

◾資⾦調達︓⽇本政策⾦融公庫、VC または銀⾏ 

 

●２年目以降、横浜市全域に販路拡⼤ 

◾年間売上目標 5,300 万円 利益 1,300 万 

 

●３年目以降、全国に販路拡⼤ 

◾年間売上目標 11,200 万円 利益 2,700 万 

 


